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回 覧令和7年３月 第8号

令
和
6
年
中
の
西
区
の
火
災
に
つ
い
て

この運動は、防火意識を高め、火災の発生を未然に防ぐことを目的として地域住民や
企業が参加する様々な行事が展開されます。実施期間中は、消火訓練や広報活動を通じ

て、地域の防火意識を高める取り組みが行われます。

近年、都市構造や生活様式の変化に伴い、火災の発生原因が多様化しています。その

ため、市民一人ひとりが防火防災の重要性を認識し、日常生活において十分な備えをす

ることが求められています。春の火災予防運動を通じて、地域社会全体で協力し合い、

安全で安心な生活環境を築くことが重要です。これにより、火災による被害を未然に防

ぎ、地域の安全を確保することが期待されています。

住宅火災の対策として
住宅用火災警報器

住宅用消火器
を設置しよう

さ
い
た
ま
市
内
で
は
、
令
和
６
年
中
の
火

災
は
令
和
５
年
中
の
火
災
件
数
を
超
え
、
１

３
．
１
％
の
増
加
、
西
区
内
の
火
災
件
数
も
１

４
．
３
％
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
区
内
で
の
出
火
原
因
で
は
、
電
気
配
線
や

コ
ン
セ
ン
ト
、
電
気
器
具
な
ど
か
ら
出
火
す
る

電
気
火
災
が
ト
ッ
プ
で
放
火
、
た
ば
こ
と
続
き

ま
す
。
ま
た
、
さ
い
た
ま
市
内
で
は
出
火
原
因

の
ト
ッ
プ
は
放
火
、
続
い
て
こ
ん
ろ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
ん
ろ
火
災
は
家
庭
内
で
発
生
す
る
火
災
の

中
で
も
特
に
多
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。
調
理

中
に
目
を
離
し
た
り
、
油
が
過
熱
す
る
こ
と
で

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
調
理
中

は
常
に
こ
ん
ろ
の
近
く
に
い
る
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

ん
ろ
周
辺
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

ず
、
定
期
的
に
掃
除
を
行
う
こ
と
で
火
災
の
リ

ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
全

な
調
理
環
境
を
整
え
、
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

令和６年の数値は概数で変更となる可能性があります。

実施期間：令和７年３月１日～３月７日

２０２４年度全国統一防火標語

守りたい 未来があるから 火の用心

令和７年 春季全国火災予防運動実施中

西区内火災件数
さいたま

市内
火災件数

西区内死傷者 西区内焼損程度

うち住宅
火災件数

死者 負傷者 全焼 半焼 部分焼 ぼや

令和6年 32 16 354 1 4 1 0 3 16

令和5年 28 11 313 1 7 5 2 4 12

原因 件数

電気関係 7件

放火 5件

たばこ 4件

火遊び 3件

こんろ ３件

たき火 2件

西区内火災発生状況

火災発生原因
（令和6年・西区）



住
宅
火
災
の
発
生
防
止
と
火
災
に
よ
る
高
齢
者
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
消
防
職
員
が
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、
防
火

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
西
区
内
で
令
和
７
年
１
月
末
時
点
で
３
，
４

６
５
世
帯
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
昨
年
度
以
前
に
訪
問
し
た
際
に
不
在
だ
っ
た

世
帯
に
対
し
て
の
再
訪
問
の
実
施
と
し
て
３
，
２
６
３
世
帯

の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。防

火
指
導
は
、
庭
先
、
玄
関
先
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
の
口

頭
に
よ
る
も
の
で
、
家
の
中
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
の
確
認
や
既
に
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
今
後
の
維
持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。

ま
た
、
防
火
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。不

在
の
場
合
に
は
、
訪
問
し
た
こ
と

を
お
知
ら
せ
す
る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
郵
便
受
け
に
投
函
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

少
年
消
防
団
は
、
消
防
署
で
防
火
・
防
災
に

関
す
る
研
修
や
訓
練
、
消
防
出
初
式
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
火
災
予
防
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

西
区
で
は
現
在
１
４
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

令和７年３月 第８号

」

敬
礼
！

ピ
シ
ッ
！

み
ん
な

ま
っ
て
る
よ
！

住
宅
防
火
訪
問
に
つ
い
て

西
区

少
年
消
防
団

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
「
住
宅
防

火
の
手
引
き
」
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
自
宅
の
防
火
対
策
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

少
年
消
防
団
員

入
団
資
格
：
原
則
と
し
て
市
内
在
住
又
は
在
学
の

小
学
4
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で

火
災
や
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
時
地
域
の
要
と
し
て
活
動
す
る

の
が
消
防
団
で
す
。
消
防
団
は
本
業
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の

安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
年
齢
層
は
幅
広
く
、
会
社
員
、
自
営
業
、
学
生
、

主
婦
な
ど
、
様
々
な
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
み
な
さ
ま
の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
１
８
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
方
、
お
勤
め
先
や
通
学
し
て
い
る
学
校
が
市
内
に

あ
る
方
は
、
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
入
団
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

さ
い
た
ま
市
消
防
団
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。


